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作産地の研究室か ら /地域ブラ ン ド を育て る (13) ……… 回 目 白 園 圏、
む お か ひ じ き 〆 | 下一 一ーポ. . _ .. .. _.. 11- ぇ ，.

，. j l …立 l ド d霧器ふj t ( 山形県立園芸試験場野菜部 川村iðC�) 区 一 説杉弘β移務務懇騎議� :} 
+ 酷〉 ぷノ ろ4労忽務磁繕詣盆溢幽凶魁 + 

; は じ め に 畳一掛畿地樹園曲面四 ;
+ おかひ じ き は シ ャ キ ' と し た 独特の歯ざわ り に加 醸留置量塑協議彊欝笠韮冨議賭種盤圏圃・・・・・・・圃 + 
4 え ， 鮮やかな緑色 と 繊細な形が特徴の野菜であ る。 栄 圃・・監事竺選議評議室撃彊面画面圃圃・・・・・・・・ 4 h商 で も カ リ ウ ム … ミ ン A を は じ め と し て 圃闘掴・・・・ i 
:} B " B， お よ び C も 多 く ， 機能性食品 と し て も 人気が 置冨麗曹盟国国園田・圃・・・・・・ 4 3 高 ま っ て い る 。 出荷期の お か ひ じ き す
f 食用 と す る の は， 若 く 軟 ら かい茎葉部で， 茄でた も 4 
十 の をか ら し帥あ え した も の は， おかずや酒のつ ま み の短目下に あ っ て は， ご く 小さ い う ち に花がで き て ， ; ; と して 逸品料理であ る 。 その他， し ょ う が醤油， か ら 極端な場合 に は 1 Cl11 そ こ そ こ で伸張が停止 す る も の i
; し l床恥 も よ く 合 い， 最近 は サ ラ ダ， 天ぷ ら ， 妙め も み ら れ る 。 種子 に は休眠期間があ り ， そ の期聞 は- i
; 物， 汁の実な どに も 使われて い る 。 定では な く ， 栽培条何二や年次 に よ っ て異な る 。 発芽適 i
f その消費は県内 に 限 ら れて い た が， 消費宣伝の実施 視は 20�250C と さ れ る 。 '*'
4 や周年出荷体系が確立さ れた こ と か ら ， 京浜等に も 出 2 
3 荷がな さ れて い る 。 山 形圏試の生い立ち t 
4 山形県立園芸試験場 は， 園芸作物の振興 と 発展を図 f
i 特性 る た め， 昭和 39 年に 操業試験場よ り 独立発足 し たo i
t ア カ ザ科に属す る l 年草であ る。 分布は シベ リ アか 所在地は， “ さ く ら んぽ" で全国的に知 ら れ る 寒河 zj ら 中国， ヨ ー ロ ツ パ に及び， わが国で も ， 各地の海岸 江市で， 県都山形市か ら 北西約 山m に 位置 す る 。 ; よ 砂地に 自生 し て い る 。 若い葉や茎は軟 ら かいが， 老化 設立当初 は， 野菜花 き ， 果樹の 2 課であ っ た が， 昭和 tl し た も のや花を着 け る よ う に な る と 葉や茎 は 硬 く な 46 年環境課が設置 さ れ， そ の後数 回 の機構改革が行 ?
; り ， 葉の先端は と げ状に な る。 葉は濃緑色， 円柱形， わ れ， さ ら に ， 昭和 60 年代 に 入 っ て， 果樹 を め ぐ る i
i 多肉質で， 長 さ が 2�6 cm， た だ し， 生長点 ま で花を 輸入の 自 由化， 産地問競争の激化お よ び消費の多様化 ;十 着け る よ う に な る と ， 生長点に近い も のほ ど小さ し な ど内外情勢の変化に伴い， 育種お よ びノてイ テ ク 分野 ;4 正三 角 形の形に変わ る。 の育種部お よ び先進技術開発室が設置 さ れて い る 。 平 i; 花芽分化 に は 日 長が関係 し， 14 時間以下の短 目 で 成 4 年野菜花 き 部が分割さ れ， 野菜部 と 花 き 部が設立 t; あればあ る ほ ど早 く 分化が始ま る 。 花は各葉l肢に I 個 さ れ， 現在 l 室， 印刷 と な っ て い る 。 ? 1 着 き ， 淡緑色で花弁がない。 長 日 下の春か ら初夏 に矯 主 な試験研究 と し て は， 果樹で は， 優良 品種の育 ;? 種 し た場合 は， 約 1 m 四 方 に株が広 ま り ， 秋か ら 冬 成 ・ 優良品種の選抜， 健全な樹体管理， 生産安定， 省 ;
+ 圃園圃ー 一 一 一 四均一-一 一 一一一

力低コ ス ト 栽培技術， わ い化栽培， 結実確保技術， 生 Z
+ ・・・・・島盈昌国週圃E為盗誘惑甥盤綴溜・・
+ 罰'瞬圃圃幽灘畿舘鳴瞳置園 育診断技術， 病害虫防除技術の開発が行われて い る 。 ;+ 廻�圃圃幽園開問副j 罷義違謬事顎韓国圏 ι込EZJZ己主主品目的
+ 麟韓国関富里配管ア 急務署覇圃圃・・・ 新作型の開発， 省力低 コ ス ト 栽培技術， 施設の高度利 よ
，. -望感"・・四竃潟穂、正す い匁樋臨..:.:Z4L .....". ..... ...-" ， . ， .... ， n=� --' ! .... .J /..><- . l - .J 1 

臨誕窮畿運剰 司量怒懇話:!�織を謬明圃醤翠鰻盟盟国 用技術や新食糧法施行に伴 う 水田農業の変化 に対応で Z
; 揺議紘一持機盈場開祖 ! 5遍議題腰産設定 翁h「き会事務辿険ち 綴翠麹 き る 生産技術開発な ど広い範囲 に わ た っ て お り ， 多 く ?

j 腸盈脳謹艦七議議舗 の注目 付 成問 ら れ ー ; 
+ 恩彊a・・・箇割圃・・田図総諮窓ZE」 漣窓醤島被選鑓選磁画置

; 圃・・・圏園圃臨調盤鋒盤調 お カ、 ひ じ き の試験研究の取 り 組み i 
+ 

一一一一一一一一一一一一一一部叩一一種喝硲輔圃・ o特性に関す る 試験 Z ; 悶芸試験場 休眠打 破 に は低温処理 (O�100C 2 週間) が有効で t
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リ レ ー 随筆 産地の研究室 か ら /地域 プ ラ ン ド を 育 て る ( 1 3) / お か ひ じ き m 

! なみ限はー蔵方法ーな り ， 自然温湿 :園田尚 i l;彊園E開閉 11_____ + + 度の室内では採種翌年の梅雨期 ま でであ る が， 低温 f! 園側面 =量 - 司E祖国園ー園田園ー山岨 T 
品 (O'C) 貯蔵では採種後 1 年半に も 及ぶ。 調量動.r.."寝静吉野回開弔哩思醐輔圃- 品
+ 滋掴.'Uヨ・岡国温E・li _ー一一 却問問担 ・・・ + i 花成開花は短日 ほ ど， そ し て適度な温度や施肥量が 蝿 湘置彊週.. ・m 慨踏襲 E・・ 4 t 与え ら れ生育が促進さ れる ほ ど早 ま る が， 長 日下に移 薗圃E塁E圃E園田 uぷトンルγ乙、. .・・ f ; さ れる と 花成開花は抑制 さ れ る 。 しか し i 長 日 で も あ 盟理雪量 P'. .'8が泌� .・ ? 
4 る期間 を経過する と 開花す る こ と か ら ， 相対的短日植 … 1・ -� �l:""ミ 」州腕杭ま 冒・・ 4 
? 物 と み ら れ る 。 I 齢 、子~晶画・・ ! r o周年栽培に関す る 試験 Fddz 司 r; �. 逼圃圃・・・・・・・ 1 ! '-"'-.J I FlJ^./�W ....... ，""J J �ご点、 !'\ "" -、 週 ・ ? f 短 日 下に お け る効果的な電照方法は， 真夜中 1 時間 レ} 品 + 
? 出荷荷姿 + ? の光中断で， 照度は 10 Lux 山上が よ い。
十 O安定生産に関す る 試験 が な く ， 大 き さ ト似 12�22 μm (平 均 35 0 × 1
4 露地栽培に お け る施肥量は， 10 a 当た り 20 kg ぐ ら 1 7 . 4 μ 111 ) で発芽管を出 し て発芽す る 。 +i い叫が適 当 で あ り札 ， 1.無照 機 態 一 N 虫 で 3刊

; 乾土が望 ま し しい〉、。 マ ツ ナ に寄生性がみ ら れたが， ア カ ザ， テ ンサ イ ， ホ ;
+ 

生育に良好な 凶 は， 5 . 3�8 . 0 範囲 と 恥れ る 。 ウ レ ン ソ ゥ ， フ ダ ン ソ ウ に は寄生性が み ら れな か っ ;
+ 0高冷地秋 ど り 栽培試験 た。
+ 矯積期 川 上旬か ら 7 月 中句 ま で可能であ っ た。 以上の こ と か ら ， 本病菌印刷osþora sp と 考 え i; 播種方法 と し て は， ま き 床 111'当 た り 40 ml の種子 を ら れ る ので， 病名 を べ と 病 と 提案 し た。 ; 
; 溶切 り 条播す る のがよ い。 発芽率の向上 を 図 る た め に + 

+ ? は， 本葉 2 葉期 ま で寒冷 し ゃ被覆の効果が高い。 産地動向 + t Oべ と 病菌生態 と 発生実態調査 青葉氏 ら に よ る と ， 栽培の起 こ り は， 江戸時代初期 +
+ 産地での発生は， 属地よ り も ハ ウ ス栽培に多 く ， 発 ごろ に最上川 を船便で内陸へ伝え ら れ， 現在の南|場市 ;; 生時期 比 ハ ウ ス 時間気1* 1;:: �理 し や 川�6 月 で栽培が始 ま っ た と さ れー ; と 9�1 l 月 ごろ に 多発す る 。 平成 4 年度の県内の栽培面積 (野菜生産状況表式調 ?
; 主 と し て葉が俊 さ れ， は じ め水浸状に な る がは っ き 査 : 山形県民林水産部崎園芸課調べ) は， 約 22 ha i f り し た病斑は み ら れな い。 の ち に そ の部分に灰色の分 で， 主な産地は南陽市， 山形市， 東根市な どであ る o -1-? 生胞子 と 分生子柄を生 じ る 。 やがて薬は褐色か ら黒褐 県外では， 長野県 と 静岡県で小規模なが ら 産地化がな ;
; 色に な り 多湿な状態では溶け て く る 。 通常下葉に発生 さ れ て い る 。 i ; が多 く ， 激発園場では上位葉 ま で発病す る。 樹校状の 本県では， 年々 施設に よ る栽培割合が増加 し， 周年 ii 分生子柄 と 分生胞子が多数観察 さ れ る 。 分生子柄同!� 出荷がな さ れつ つ あ る も の の， 依然 と し て 4�5 月 出 if 色で隔膜 を 欠 き ， 長 さ 150�850 μ 111， 2�4 四分校す 荷割合が多 い こ と か ら ， さ ら な る 作型分化に よ る 周年 4j る 。 分生胞子は単胞， 無色で レ モ ン形を し て乳頭突起 出荷体制の推進 を 図 る こ と が急務で あ る 。 : 

+ 
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